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二
〇
号
、

大
正
十
四
年
五
月
十
三
日
)

30

朝
鮮
総
督
府
逓
信
官
署
現
業
員
共
済
組
合
規
則
中
改
正

(朝
鮮
総
督
府
令
第
八
五
号
)

(朝
鮮
総
督
府
官
報
第
四
三

〇
五
号
、
大
正
十
五
年
十
二
月
二
十
五
日
)
3

0
9

学
生
生
徒
児
童
ニ
シ
テ
懲
戒
処
分
ヲ
受
ケ
タ
ル
者
等
ノ
取
扱
ニ
関
ス
ル
件

(朝
鮮
総
督
府
訓
令
第
三

一
号
)

(朝
鮮

総
督
府
官
報

号
外
、
昭
和
三
年
十

一
月
十
日
)

31
1

朝
鮮
警
察
共
済
組
合
規
則

(朝
鮮
総
督
府
令
第

一
〇
二
号
)

(朝
鮮
総
督
府
官
報
第
八
七
三
号
、
昭
和
四
年
十

一
月

二
十
九
日
)

31
1

入
営
者
職
業
保
障
法

(法
律
第
五
七
号
)

(朝
鮮
総
督
府
官
報
第

一
四
五
六
号
、
昭
和
六
年
十

一
月
十
二
日
)

31
3

入
営
者
職
業
保
障
法
施
行
令

(勅
令
第
二
六
一
号
)

(朝
鮮
総
督
府
官
報
第
一
四
五
六
号

昭
和
六
年
十

一月
十
二
日
)
3
1
4

入
営
者
職
業
保
障
法
ヲ
朝
鮮
、
台
湾
及
樺
太
二
施
行
ス
ル
ノ
件

(勅
令
第
二
六
二
号
)

(朝
鮮
総
督
府
官
報
第

一
四

五
六
号
、
昭
和
六
年
十

一
月
十
二
日
)

31
5

軍
事
救
護
法
施
行
令

(勅
令
第
二
八
四
号
)

(朝
鮮
総
督
府
宮
報
第

一
四
八
二
号
、
昭
和
六
年
十
二
月
十
四
日
)

315

儀
礼
準
則

(官
通
牒
第
三
九
号
)

(朝
鮮
総
督
府
官
報
第
二
一二
五

一
号
、
昭
和
九
年
十

一
月
十
日
)
3

1
6

朝
鮮
癩
予
防
令

(制
令
第
四
号
)

(朝
鮮
総
督
府
官
報
第
二
四
七
九
号
、
昭
和
十
年
四
月
二
十
日
)

32
1

朝
鮮
癩
予
防
令
施
行
規
則

(朝
鮮
総
督
府
令
第
六
二
号
)

(朝
鮮
総
督
府
官
報
第
二
四
七
九
号

昭
和
十
年
四
月
二
十
日
)

32
2

朝
鮮
思
想
犯
保
護
観
察
令

(制
令
第
一
六
号
)

(朝
鮮
総
督
府
官
報
第
二
九
七
五
号
、
昭
和
十
一
年
十
二
月
十
二
日
)

32
3

朝
鮮
思
想
犯
保
護
観
察
令
施
行
規
則

(朝
鮮
総
督
府
令
第

一
二
八
号
)

(朝
鮮
総
督
府
官
報
第
二
九
八
〇
号
、
昭
和

十

一
年
十
二
月
十
八
日
)

32
4

朝
鮮
総
督
府
保
護
観
察
所
官
制

(勅
令
第
四
三
二
号
)

(朝
鮮
総
督
府
官
報
第
二
九
七
七
号
、
昭
和
十

一
年
十
二
月

十
五
日
)

32
5

285



未
成
年
者
喫
煙
禁
止
法
及
未
成
年
者
飲
酒
禁
止
法
ヲ
朝
鮮
、
台
湾
及
樺
太
ニ
施
行
ス
ル
ノ
件

(勅
令
第

一
四
五
号
)

(朝
鮮
総
督
府
官
報
第
三
三
五
八
号
、
昭
和
十
三
年
三
月
三
十
日
)

326

朝
鮮
罹
災
救
助
基
金
令

(制
令
第
二
八
号
)

(朝
鮮
総
督
府
官
報
第
三
四
八
七
号
、
昭
和
十
三
年
八
月
三
十
日
)

326

朝
鮮
罹
災
救
助
基
金
令
施
行
規
則

(朝
鮮
総
督
府
令
第

一
八
〇
号
)

(朝
鮮
総
督
府
官
報
第
三
四
八
七
号
、
昭
和

十
三
年
八
月
三
十
日
)

32
6

傷
痍
軍
人
台
帳
規
則

(朝
鮮
総
督
府
令
第
二
〇
六
号
)

(朝
鮮
総
督
府
官
報
第
三
五
一
三
号
、
昭
和
十
三
年
九
月
三
十
日
)

328

臨
時
傷
痍
軍
人
台
帳
規
則

(朝
鮮
総
督
府
令
第

一
一
五
号
)

(朝
鮮
総
督
府
官
報
第
三
七
五
五
号
、
昭
和
十
四
年
七

月
二
十
七
日
)

30
0

国
民
徴
用
令

(勅
令
第
四
五

一
号
)

(朝
鮮
総
督
府
官
報
第
三
八

一
一
号
、
昭
和
十
四
年
九
月
三
十
日
)
3

31

朝
鮮
職
業
紹
介
令

(制
令
第
二
号
)

(朝
鮮
総
督
府
官
報
第
三
八
八
九
号
、
昭
和
十
五
年

一
月
十

一
日
)
3

33

朝
鮮
思
想
犯
予
防
拘
禁
令

(制
令
第
八
号
)

(朝
鮮
総
督
府
官
報
第
四
二
一
五
号
、
昭
和
十
六
年
二
月
十
二
日
)

33
4

国
防
保
安
法

(法
律
第
四
九
号
)

(朝
鮮
総
督
府
官
報
第
四
二
七
八
号
、
昭
和
十
六
年
五
月

一
日
)

33
5

戦
争
死
亡
傷
害
保
険
法

(法
律
第
七
号
)

(朝
鮮
総
督
府
官
報
第
四
九
六
〇
号
、
昭
和
十
八
年
八
月
十
三
日
)

33
7

戦
争
死
亡
傷
害
保
険
法
ヲ
朝
鮮
及
樺
太
ニ
施
行
ス
ル
ノ
件

(勅
令
第
六
五
三
号
)

(朝
鮮
総
督
府
官
報
第
四
九
六
〇
号
、

昭
和
十
八
年
八
月
十
三
日
)

33
7

朝
鮮
救
護
令

(制
令
第

一
二
号
)

(朝
鮮
総
督
府
官
報
第
五

一
二
〇
号
、
昭
和
十
九
年
三
月

一
日
)

33
8

朝
鮮
救
護
令
施
行
規
則

(朝
鮮
総
督
府
令
第
七
〇
号
)

(朝
鮮
総
督
府
官
報
第
五

一
二
〇
号

昭
和
十
九
年
三
月

一
日
)

33
9

286



総

目

次

第

1
巻

社
会
事
業
政
策

[救
貧
事
業
と
方
面
事
業
]
―
貧
困
と
救
貧
事
業
1

朝
鮮
各
道
府
郡

臨
時

恩
賜
金
由
来

及
其
ノ
事
業
概
要

(朝
鮮
総
督
府
・
明
治
四
十
四
年
十
一
月

[序
]
)

5

大
正
五
年
度
臨
時
恩
賜
金
予
算

及
事
業
概
要

(朝
鮮
総
督
府
内
務
部
)

241

朝
鮮
衡
平
運
動

の
梗
概

(朝
鮮
衡
平
社
総
本
部

・
昭
和
二
年
八
月
十
八
日
・
「朝
鮮
及
朝
鮮
民
族
」
第

一
集
よ
り
)

293

秘

昭
和
七
年
六
月

細
民
ノ
生
活
状
態
調
査

第
二
報

(全
羅
北
道
警
察
部
・
昭
和
七
年
六
月

［表
紙
]
)

303

第

2
巻

社
会
事
業
政
策

［救
貧
事
業
と
方
面
事
業
]
―
貧
困
と
救
貧
事
業
2

345

 

時
局
匡
救
林
道
工
事

ノ
地
方
民

ニ
及
ボ

シ
タ
ル
影
響

(朝
鮮
総
督
府
農
林
局
林
業
課
・
昭
和
八
年
一
月

[表
紙
]
)

7

秘

昭
和
八
年
四
月
初
旬
調
査

本
年
春
窮
期

ニ
於
ケ
ル
細
民
生
活
調
査
ノ
概
要

(朝
鮮
総
督
府
警
務
局
・
昭
和
八
年

四
月

[表
紙
]
)

25

朝
鮮
窮
民
救
済
治
水

工
事
年
報

昭
和
六
年
度

(朝
鮮
総
督
府
内
務
局
・
昭
和
八
年
八
月
二
十
八
日

[抜
粋
]
)

55

朝
鮮
窮
民
救
済
治
水
工
事
年
報

昭
和
七
年
度

(朝
鮮
総
督
府
内
務
局
・
昭
和
十
年
十
月
十
日

［抜
粋
]
)

73

朝
鮮
窮
民
救
済
治
水
工
事
年
報

昭
和
八
年
度

(朝
鮮
総
督
府
内
務
局

・昭
和
十

一
年
十

一
月
二
十
八
日

[抜
粋
]
)

89

窮
民
救
助
調

(
『調
査
月
報
』
第

一
巻
第
四
号

・
昭
和
五
年
七
月
)

107

窮
民
救
済
事
業
調

(
『調
査
月
報
』
第
二
巻
第
九
号
・
昭
和
六
年
九
月
)

111

大
邱
府
内

の
細
民
生
活
状
態

(
『調
査
月
報
』
第
四
巻
第
十
二
号
・
昭
和
八
年
十
二
月
)

125

無
産
者
の
生
計
実
態

(藤
井
忠
治
郎

『朝
鮮
社
会
事
業
』
第
五
巻
第
十
号

・
昭
和
二
年
十
月
)

136



冬
季

の
窮
民
救
済
に
就

て

(救
世
軍
朝
鮮
本
営

坂
本
雷
次

『朝
鮮
社
会
事
業
』
第
七
巻
第
一
号

・
昭
和
四
年
一
月
)

153

行
旅
病
人
及
死
亡
人
並
之
に
準
ず

る
者

の
取
扱
数
調
、
行
旅
病
人
及
死
亡
人
其
他
経
費
関
係
調

(
『朝
鮮
社

会
事
業
』
第
七
巻
第
六
号

・
昭
和
四
年
六
月
)

158

痿
乞
救
済
に
就

い
て

(平
壌
痿
乞
救
済
会

尹

柱
逸

『朝
鮮
社
会
事
業
』
第
七
巻
第
十

一
号
・
昭
和
四
年
十

一
月
)

160

驪
州
郡

の
細
農
保
護
事
業

(芳

弥
生

『朝
鮮
社
会
事
業
』
第
九
巻
六
月
号
・
昭
和
六
年
六
月
)

161

窮
民
救
済
事
業
に
於
け
る
労
働
者
使
役
の
状
況

(社
会
課

『朝
鮮
社
会
事
業
』
第
九
巻
十
二
月
号
・
昭
和
六
年
十
二
月
)

165

全
鮮
乞
食
数
調
査

(昭
和
六
年
八
月
調
)

(朝
鮮
総
督
府
社
会
課

『朝
鮮
社
会
事
業
』
第
九
巻
十
二
月
号

・
昭
和
六
年

十
二
月
)
1

68

窮
民
救
済
事
業

に
使

役
し
た
る
労
働
者
数
及
賃
金
調

(朝
鮮
総
督
府
学
務
局
社
会
課

『朝
鮮
社
会
事
業
』
第
十
巻
五
月

号

・
昭
和
七
年
五
月
)

170

昭
和
六
年
度
に
於
け
る
恩
賜
賑
恤
資
金
に
依
る
窮
民
救
助
数

(
『朝
鮮
社
会
事
業
』
第
十
巻
七
月
号

・
昭
和
七
年
七
月
)

177

細
窮
民
及
浮
浪
者
又
は
乞
食
数
調

昭
和
九
年
十
月

(社
会
課

『朝
鮮
社
会
事
業
』
第
十
三
巻
六
月
号

・
昭
和
十
年
六
月
)

179

厚
生
委
員
の
設
置
及
農
村
慰
安
の
施
設

(全
羅
北
道
社
会
事
業
協
会

『朝
鮮
社
套
事
業
』
第
二
十
巻
第
三
号
・
昭
和
十
七
年
三
月
)

183

朝
鮮
に
於
け
る
救
済
制
度

の
沿
革

(李

覚
鍾

『朝
鮮
』
第
八
十
一
号
、
第
八
十
二
号
・
大
正
十
年
十

一
月
、
十
二
月
)

187

朝
鮮

に
於
け
る
貧

富
考
察

(善
生
永
助

『朝
鮮
』
第
百
五
十
三
号
・
昭
和
三
年
二
月
)

213

窮
民
救
済
事
業

に
就

て

(齋
藤

實

『朝
鮮
』
第
百
九
十
二
号

・
昭
和
六
年
五
月
)

251

朝
鮮

に
於
け
る
慈
惠

救
済
事
業

の
梗
概

(
『慈
善
』
第
五
編
第
二
号

・大
正
二
年
十
月
)

257

浮
浪
鮮

人

の
救
済
策

(警
務
官

具

然
壽

『朝
鮮
及
満
洲
』
百
十
三
号

・
大
正
五
年
十

一
月
)

263

窮
民
救
済
事
業
の
現
況

(朝
鮮
総
督
府
内
務
局
他

『朝
鮮
地
方
行
政
』
第
十
巻
十

一
月
号
、
十
二
月
号

・
第
十

一
巻

一
月
号
、
二

月
号
・
昭
和
六
年
十

一
月
、
十
二
月
・
昭
和
七
年

一
月
、
二
月
)
2

69

朝
鮮
社
会
事
業

の
趨

勢

(兪

萬
兼

『朝
鮮
公
論
』
二
百
四
十
七
号

・
昭
和
八
年
十
月
)
3

31

346



半

島

同
胞

の
飢

餓

線

上

を
行

く

(東
京
…
大
邱
)

(X

・
Y

・
Z
生

『私
設
社
会
事
業
』
第
五
十
四
号

・
昭
和
十
二
年
八
月

十
五
日
)

337

 

第

3

巻

社
会
事
業
政
策

冖救
貧
事
業
と
方
面
事
業
]
―
失
業
救
済
と
土
幕
民
1

特

殊

部

落

と

土
幕

部

落

(朝
鮮
総
督
府
嘱
託

善
生
永
助

『朝
鮮
総
覧
』
昭
和
八
年
三
月
三
十

一
日
よ
り
)

5

土

幕

及

不
良

住

宅

調

(内
務
局
社
会
課

『同
胞
愛
』
第
十
七
巻
三
月
号

・
昭
和
十
四
年
三
月
)

23

土

幕

民

の
生

活

・
衛

生
―
生
活
調
査

(京
城
帝
大
医
学
部
特
殊
細
民
調
査
会

『調
査
月
報
』
第
拾
壹
巻
第
十
号
、
第
十

一
号
、

第
十
二
号

・
昭
和
十
五
年
十
月
、
十

一
月
、
十
二
月
)

36

土
幕
民

の
生
活

・
衛

生
―
婦
人

・
乳
幼
児
の
問
題

(京
城
帝
大
医
学
部
特
殊
細
民
調
査
会

『調
査
月
報
』
第
拾
貳
巻
第
六
号

・

昭
和
十
六
年
六
月
)

10
6

土

幕

及

不

良
住

宅

調

査

(厚
生
局

『調
査
月
報
』
第
拾
参
巻
第
三
号

・
昭
和
十
七
年
三
月
)

118

土

幕

及

不

良
住

宅

調

査

(昭
和
十
七
年
)

(学
務
局
社
会
課

『調
査
月
報
』
第
拾
五
巻
第
六
号

・
昭
和
十
九
年
六
月
)

131

江

界

郡

の
火

田

民
生

活

(
『調
査
月
報
』
第

一
巻
第

一
号

・
昭
和
五
年
四
月
)

147

煕

川

郡

の
火

田
状

況

(
『調
査
月
報
』
第

一
巻
第
二
号

・
昭
和
五
年
五
月
)

157

咸

鏡

南

道

豊

山

郡
火

田
耕

作

状

況

(
『調
査
月
報
』
第
三
巻
第
十
二
号

・
昭
和
七
年
十
二
月
)

177

火

田
農

業

の

一
研
究

―

一
指
導
区

の
実
態
調
査

(印

貞
植

『調
査
月
報
』
第
拾
壹
巻
第
九
号

・
昭
和
十
五
年
九
月
)

189

土
幕
か
ら
見
た
朝
鮮
人
住
宅
問
題

(酒
井
利
男

『社
会
事
業
研
究
』
第
十
七
巻
第

一
号
、
第
二
号

・
昭
和
四
年

一
月
、
二
月
)

207

火

田

と
火

田
民

(酒
井
利
男

『社
会
事
業
研
究
』
第
十
七
巻
第
十
二
号

・
昭
和
四
年
十
二
月
)

227

347

 

第

4

巻

社
会
事
業
政
策

冖救
貧
事
業
と
方
面
事
業
]
―
失
業
救
済
と
土
幕
民
2

府
及
指

定
面
に
於
け
る
失
業
状
況
調
査

(総
督
府
社
会
課
調
査

『朝
鮮
社
会
事
業
』
第
八
巻
六
月
号

・
昭
和
五
年
六
月
)
:
:
5



昭
和
七
年
六
月
末
調

朝
鮮

に
於
け

る
失
業
調
査

(朝
鮮
総
督
府
学
務
局
社
会
課
・
昭
和
七
年
十
月
二
十
五
日
)

21

朝
鮮
に
於
け
る
失
業

調
査

(
『
調
査
月
報
』
第
五
巻
第
四
号
・
昭
和
九
年
四
月
)

63

朝
鮮
に
於
け
る
失
業

調
査

(
『
調
査
月
報
』
第
六
巻
第
三
号
・
昭
和
十
年
三
月
)

87

朝
鮮
に
於
け
る
失
業

調
査

(学
務
局

『調
査
月
報
』
第
七
巻
第
八
号
・
昭
和
十
一
年
八
月
)

169

朝
鮮
に
於

け
る
失
業

調
査

(昭
和
十

一
年
)

(内
務
局

『調
査
月
報
』
第
八
巻
第
六
号

・
昭
和
十
二
年
六
月
)

187

失
業

調
査

(内
務
局

『調
査
月
報
』
第
九
巻
第
九
号

・
昭
和
十
三
年
九
月
)

207

小
額

生
業
資

金
貸
付
事
業
実
施

の
趣
旨

(朝
鮮
総
督
府
社
会
課
長

神
尾
弌
春

『朝
鮮
社
会
事
業
』
第
六
巻
第
八
号

・
昭
和

三
年
八
月
)

22
3

失
業
救
済
事
業

と
朝
鮮
社
会
事
業

(菊
池
北
深

『朝
鮮
社
会
事
業
』
第
九
巻
二
月
号
・
昭
和
六
年
二
月
)

229

朝
鮮

の
失
業
者
問
題
―
忽
に
す
べ
か
ら
ざ
る
社
会
現
象
東
亜
日
報
社
説

『朝
鮮
公
論
』
二
百
四
+
二
号
・昭
和
八
年
五
月
Y
…

…

餅

第

5
巻

社
会
事
業
政
策

[救
貧
事
業
と
方
面
事
茎

―
方
面
事
業

京
城

府
方
面
委

員
提

要

(京
城
府

・
昭
和
三
年
四
月

[表
紙
]
)

5

京
城

府
方
面
委

員
要
覧

(京
城
府

・
昭
和
十
四
年
五
月

[は
し
が
き
]
)

75

京
城

府

の
設
置
す

る
方
面
委

員

(前
京
城
府
内
務
課
長

長
尾
仟

『朝
鮮
社
会
事
業
』
第
五
巻
第
四
号

・
昭
和
二
年
四
月
)

194

方
面
委
員
制

の
後
援
会

(
『朝
鮮
社
会
事
業
』
第
六
巻
第
二
号
・
昭
和
三
年
二
月
)

196

京
城
府
方
面
委

員
の
活
動

(
『朝
鮮
社
会
事
業
』
第
七
巻
第

一
号
・
昭
和
四
年

一
月
)

198

社
会
事
業

と
方
面
委

員
―
京
城
府
主
催
方
面
委
員
講
習
会
に
於
て

(朝
鮮
総
督
秘
書
官

安
井
誠

一
郎

『朝
鮮
社
会
事
業
』

第
十

一
巻
六
月
号

・
昭
和
八
年
六
月
)

20
1

方
面
委
員

の
任
務

に
就

て

(京
城
府
尹

井
上

清

『朝
鮮
社
会
事
業
』
第
十
一
巻
六
月
号

・
昭
和
八
年
六
月
)
2

13

348



方

面

委

員
制

度

の
運

用
―
京
城
府
主
催
方
面
委
員
講
習
会

に
於
て

(朝
鮮
総
督
府
嘱
託

竹
内
清

一

『朝
鮮
社
会
事
業
』
第

十

一
巻
六
月
号

・
昭
和
八
年
六
月
)

21
8

方
面

委

員

と

為

り

て

(京
城
府
東
部
方
面
常
務
委
員

李

康
?

『朝
鮮
社
会
事
業
』
第
十

一
巻
六
月
号

・
昭
和
八
年
六
月
)

244

方
面

委

員

異

動

状

況

(
『朝
鮮
社
会
事
業
』
第
十
三
巻
六
月
号

・
昭
和
十
年
六
月
)

246

方

面

委

員
制

度

の
思

ひ

出

(平
壌
地
方
専
売
局
長

朝
倉

昇

『同
胞
愛
』
第
十
五
巻
三
月
号

・
昭
和
十
二
年
三
月
)

251

方

面
委

員
取

扱

実

話
集

景
城
府
他

『同
胞
愛
』
第
十
五
巻
六
月
号
、
七
月
号
、
八
月
号

・
昭
和
十
二
年
六
月
、
七
月
、
八
月
)

257

京

城

府
方

面

委

員

連

合
会

第

二
回
総

会

(京
城
府

『同
胞
愛
』
第
十
五
巻
八
月
号

・
昭
和
十
二
年
八
月
)

284

方

面

委

員

の
取

扱

実

話

と
意

見

希

望

(京
城
府
外
四
府

『同
胞
愛
』
第
十
七
巻
二
月
号

・
昭
和
十
四
年
二
月
)

288

方

面

委

員
座

談

会

(
『朝
鮮
社
会
事
業
』
第
二
十

一
巻
第
二
号

・
昭
和
十
八
年
二
月
)

30
1

朝

鮮

に

於

け

る
方

面

事

業

の
普

及

連

絡

及
充

実

に
関

す

る

具
体

的

意

見
希

望

(江
原
道
社
会
課

『朝
鮮
社
会
事
業
』

第

二
十

一
巻
第
二
号

・
昭
和
十
八
年
二
月
)

32
4

方

面

事

業
管

見

(玉
山
壹
義

『朝
鮮
社
会
事
業
』
第
二
十

一
巻
第
二
号

・
昭
和
十
八
年
二
月
)

326

方

面

委

員

取

扱
実

話

(大
邱
府
社
会
課

『朝
鮮
社
会
事
業
』
第
二
十

一
巻
第
二
号

・
昭
和
十
八
年
二
月
)

329

方

面

事

業

座

談
会

(
『朝
鮮
社
会
事
業
』
第
二
十

一
巻
第
八
号

・
昭
和
十
八
年
八
月
)

330

349

 

第

6

巻

社
会
事
業
政
策

[救
貧
事
業
と
方
面
事
業
]
―
朝
鮮
総
督
府
済
生
院
1

朝
鮮
総
督
府
済
生
院
要
覧

(朝
鮮
総
督
府
済
生
院
・
大
正
十
年
八
月
十
五
日
)

5

朝
鮮
総
督
府
済
生
院
事
業
要
覧

大
正
十
二
年

(朝
鮮
総
督
府
済
生
院

・大
正
十
二
年
七
月
三
十

一
日
)

91

朝
鮮
総
督
府
済
生
院
事
業
要
覧

大
正
十
四
年

(朝
鮮
総
督
府
済
生
院

・大
正
十
四
年
六
月
三
十
日
)

173

朝
鮮
総
督
府
済
生
院
事
業
要
覧

大
正
十
五
年

(朝
鮮
総
督
府
済
生
院

・大
正
十
五
年
十
月
五
日
)

247



第

7

巻

社
会
事
業
政
策

[救
貧
事
業
と
方
面
事
業
]
―
朝
鮮
総
督
府
済
生
院
2

朝
鮮
総
督
府
済

生
院
事
業

要
覧

昭
和
三
年

(朝
鮮
総
督
府
済
生
院

・
昭
和
三
年
九
月
三
日
)

5

朝
鮮
総
督
府
済

生
院
事
業

要
覧

昭
和
四
年

(朝
鮮
総
督
府
済
生
院
・
昭
和
四
年
七
月
三
日
)

111

朝
鮮
総
督
府
済
生
院
事
業

要
覧

昭
和
五
年

(朝
鮮
総
督
府
済
生
院
・
昭
和
五
年
七
月
三
日
)

221

第

8
巻

社
会
事
業
政
策

[救
貧
事
業
と
方
面
事
業
]
―
朝
鮮
総
督
府
済
生
院
3

朝
鮮
総
督

府
済

生
院
事
業

要
覧

昭
和
七
年

(朝
鮮
総
督
府
済
生
院
・
昭
和
七
年
七
月
二
十
日
)

5

朝
鮮
総
督

府
済
生
院
事
業
要
覧

昭
和
九
年

(朝
鮮
総
督
府
済
生
院
・
昭
和
九
年
八
月
二
十
日
)

85

朝
鮮
総
督

府
済
生
院
事
業

要
覧

昭
和
拾
年

(朝
鮮
総
督
府
済
生
院

・
昭
和
十
年
八
月
五
日
)

177

朝
鮮
総
督

府
済
生
院
事
業

要
覧

昭
和
拾
参
年

(朝
鮮
総
督
府
済
生
院
・
昭
和
十
三
年
十
一
月
十
五
日
)

257

350

 

第

9
巻

社
会
事
業
政
策

[救
貧
事
業
と
方
面
事
業
]
―
朝
鮮
総
督
府
済
生
院
4

大
正
十
年
七
月
末
日
調
査

朝
鮮
盲
唖
者
統
計
要
覧

(朝
鮮
総
督
府
済
生
院

・
大
正
十

一
年
三
月
二
十
八
日
)

5

昭
和
二
年
五
月
一
日
調
査

朝
鮮
盲

唖
者
統
計
要
覧

(朝
鮮
総
督
府
済
生
院
・
昭
和
二
年
十
二
月
十
六
日
)

133

昭
和
十
三
年
三
月
三
十

一
日

創
立

二
十
五
年

(朝
鮮
総
督
府
済
生
院
盲
唖
部

・
昭
和
十
三
年
十
月
十
日
)

307

盲
聾

唖
者

調

(昭
和
十
三
年
四
月
現
在
)

(内
務
局

『
調
査
月
報
』
第
十
巻
第
四
号

・
昭
和
十
四
年
四
月
)
4

07

総
督
府
済
生
院
を
訪
ふ
記

(
一
記
者

『
朝
鮮
及
満
洲
』
第
八
十
三
号

・
大
正
三
年
六
月
)

415

朝
鮮
総
督
府
済
生
院

の
概
況

(
『朝
鮮
彙
報
』
大
正
四
年
八
月
号
)

421

朝
鮮
総
督
府
済
生
院
事
業
概
況

(大
正
五
年
度
)

(
『朝
鮮
彙
報
』
大
正
六
年
九
月
、
十
月
号
)

429



朝

鮮

総

督

府
済

生

院

の
事

業

(済
生
院

山
名
善
來

『朝
鮮

(社
会
教
化
事
業
号
)
』
七
十
七
号

・
大
正
十
年
六
月
)

453

済

生

院

盲

唖
部

卒

業

生

の
活
動

状

況

(田
中
藤
次
郎

『朝
鮮
社
会
事
業
』
第
十
八
巻
第
五
号

・
昭
和
十
五
年
五
月
)

461

第

10

巻

社
会
事
業
政
策

[救
貧
事
業
と
方
面
事
業
]
―
罹
災
救
助
1

大
正
十
四
年

朝
鮮
水
害
誌

(朝
鮮
総
督
府
内
務
局
社
会
課
・
大
正
十
五
年
八
月

[凡
例
]
)

5

朝
鮮

の
災
害

調
査
資
料
第
二
十
四
輯

(朝
鮮
総
督
府

・
昭
和
三
年
九
月
三
十
日
)

45

第

11

巻

社
会
事
業
政
策

[救
貧
事
業
と
方
面
事
業
]
―
罹
災
救
助
2

水

害

美

談

功

労
哀

話

集

(慶
尚
北
道
警
察
部
編

・
昭
和
九
年
九
月
十
六
日
)

5

昭
和
九
年
七
月

慶

尚

南
道

水
害

誌

(慶
尚
南
道

・
昭
和
十
年
五
月
二
十
五
日
)

141

朝

鮮

の
備

荒

貯

蓄

(朝
鮮
総
督
府
学
務
局
社
会
課

・
昭
和
十

一
年
三
月
三
十

一
日
)

283

旱

害

に
直

面

し

て

(藤
井
忠
治
郎

『朝
鮮
社
会
事
業
』
第
六
巻
第
九
号

・
昭
和
三
年
九
月
)

394

水

難

救

済

会

事
業

概

要

(
『朝
鮮
社
会
事
業
』
第
七
巻
十

一
月
号

・
昭
和
四
年
十

一
月
)

39
8

北

鮮

地

方

の
凶

作
状

況
と

罹

災

民
救

助

(芳

弥
生

『朝
鮮
社
会
事
業
』
第
十
巻
六
月
号

・
昭
和
七
年
六
月
)

401

水

害

概
況

報

告

(慶
尚
南
道

『朝
鮮
社
会
事
業
』
第
十

一
巻
八
月
号

・
昭
和
八
年
八
月
)

410

水

害

概

況
報

告

(昭
和
八
年
七
月
五
日
調
)

(慶
尚
北
道

『朝
鮮
社
会
事
業
』
第
十

一
巻
八
月
号

・
昭
和
八
年
八
月
)

422

平

安
北
道

の
凶
作
罹

災
者
救

済
状
況

(平
安
北
道
嘱
託

野
中
伊
平

『朝
鰐
社
会
事
業
』
第
十
三
巻
四
月
号

・
昭
和
十
年
四
月
)

427

351



第

12

巻

社
会
事
業
政
策

[救
貧
事
業
と
方
面
事
業
]
―
救
療
事
業
1

朝
鮮
総
督

府
救
療
機
関

(朝
鮮
総
督
府

・
明
治
四
十
五
年
一
月

［凡
例
]
)

5

朝
鮮
総
督

府
医
院

二
十
年
史

(朝
鮮
総
督
府
医
院
・
昭
和
三
年
五
月
十
二
日
)

155

第

13

巻

社
会
事
業
政
策

[救
貧
事
業
と
方
面
事
業
]
―
救
療
事
業
2

朝
鮮
総
督
府
医
院
第

一
回
年
報

(明
治
四
十
四
年
)

第

14
巻

社
会
事
業
政
策

[救
貧
事
業
と
方
面
事
業
]
―
救
療
事
業
3

朝
鮮
簡
易
保
険

の
福
祉
施
設

(朝
鮮
総
督
府
逓
信
局

・
昭
和
十
二
年
一
月
三
十
一
日
)

5

朝
鮮
都
市

の
衛
生
事
情
に
関
す

る
若

干
研
究

(京
城
府

・
昭
和
十
三
年
十
月
八
日
)

47

昭
和
十
四
年
度

慶
北
衛
生

の
概
要

(慶
尚
北
道
警
察
部

・
昭
和
十
五
年
六
月
二
十
五
日
)

147

352

 

第

15

巻

社
会
事
業
政
策

[救
貧
事
業
と
方
面
事
業
]
―
救
療
事
業
4

朝
鮮

防
疫
統

計

昭
和
十
四
年

(朝
鮮
総
督
府
警
務
局
・
昭
和
十
六
年
四
月
一
日
)

5

朝
鮮
総
督

府
に
於

け
る
恩
賜
救
療
施

設

(
『朝
鮮
社
会
事
業
』
第
十
巻
十
月
号
・
昭
和
七
年
十
月
)

297

国
民
優
生
法

の
施
行

に

つ
い

て

(国
民
優
生
連
盟

『朝
鮮
社
会
事
業
』
第
十
九
巻
第
十
、
十
一
号
・
昭
和
十
六
年
十
、
十
一
月
)

307

第

16
巻

社
会
事
業
政
策

[救
貧
事
業
と
方
面
事
業
]
―
救
療
事
業
5

朝
鮮
癩
予
防
協
会
事
業
概
要

(朝
鮮
癩
予
防
協
会

・
昭
和
十
年
十
月
十
八
日
)

5



昭
和

十

二
年
度

朝

鮮
癩

予

防

協

会
歳

入
出

予
算

書

(朝
鮮
癩
予
防
協
会
長

大
野
緑

一
郎

・
昭
和
十
二
年
三
月
十
九
日

[は
し
が
き
]
)

59

昭
和

九
年
年
報

小
鹿

島

更

生

園

(小
鹿
島
更
生
園

・
昭
和
十
年
九
月

一
日
)

87

昭

和
十
年
年
報

小
鹿

島

更

生

園

(小
鹿
島
更
生
園

・
昭
和
十

一
年
十
月

一
日
)

181

昭

和
十

一
年
年
報

小
鹿

島

更

生

園

(小
鹿
島
更
生
園

・
昭
和
十
二
年
八
月

一
日
)

275

第

17

巻

社
会
事
業
政
策

［救
貧
事
業
と
方
面
事
業
]
―
救
療
事
業
6

昭

和
十

二
年
年
報

小

鹿
島

更

生

園

(小
鹿
島
更
生
園

・
昭
和
十
三
年
七
月
三
十
日
)

5

昭

和
十
三
年
年
報

小

鹿
島

更

生

園

(小
鹿
島
更
生
園

・
昭
和
十
四
年
十
月
二
十
日
)

75

昭

和
十

四
年
年
報

小

鹿
島

更
生

園

(小
鹿
島
更
生
園

・
昭
和
十
五
年
八
月
二
十
五
日
)

197

昭

和
十
五
年
年
報

小
鹿
島

更
生

園

(小
鹿
島
更
生
園

・
昭
和
十
六
年
四
月
二
十
五
日
)
3

49

353

 

第

18

巻

社
会
事
業
政
策

[防
貧
事
業
と
経
済
保
護
事
業
]
―
公
設
市
場

公

設

市

場

概

況

(朝
鮮
総
督
府

・
大
正
十
三
年
三
月
三
日
)

5

朝

鮮

に
於

け

る
公

設

市

場

(朝
鮮
総
督
府
内
務
局
社
会
課

・
昭
和
五
年
六
月
十
五
日
)

83

京

城

府

公

設

市

場
要

覧

(京
城
府

.
昭
和
十

一
年
十

一
月
二
十
五
日
)

219

第

19

巻

社
会
事
業
政
策

[防
貧
事
業
と
経
済
保
護
事
業
]
―
住
宅
と
公
益
質
屋

朝

鮮
貸

家

組

合

令

関

係
資

料

(朝
鮮
総
督
府
厚
生
局
社
会
課

・
昭
和
十
七
年
三
月

[表
紙
]
)

5

質

屋

業

に
関

す

る
調
査

(朝
鮮
総
督
府
内
務
局
社
会
課

『朝
鮮
社
会
事
業
』
第
六
巻
第
三
、
五
号

・
昭
和
三
年
三
、
五
月
)

111



公

益

質

屋

事

業

成

績

調

(社
会
課
発
表

『朝
鮮
社
会
事
業
』
第
八
巻
七
月
号

・
昭
和
五
年
七
月
)

137

木

浦

府

公

益

質

屋

成

績

(
『朝
鮮
社
会
事
業
』
第
八
巻
八
月
号

・
昭
和
五
年
八
月
)

141

昭
和

六
年
度
公

益

質
屋

成

績

(
『調
査
月
報
』
第
三
巻
第
三
号

・
昭
和
七
年
三
月
)

149

公

益

質

屋

事

業

成

績

(
『調
査
月
報
』
第
四
巻
第
四
号

・
昭
和
八
年
四
月
)

157

昭
和

八
年
度
公

益

質

屋
事

業

成

績

概

況

(
『調
査
月
報
』
第
五
巻
第
十
号

・
昭
和
九
年
十
月
)

169

昭
和
十
年
度
公

益

質
屋

事

業

成

績

概

況

(内
務
局

『調
査
月
報
』
第
八
巻
第

一
号

・
昭
和
十
二
年

一
月
)

179

公

益

質

屋

事

業

成

績

概

況

(昭
和
十

一
年
度
)

(内
務
局

『調
査
月
報
』
第
九
巻
第

一
号

・
昭
和
十
三
年

一
月
)

197

公

益

質

屋

事

業

成

績

概

況

(昭
和
十

二
年
度
)

(内
務
局

『調
査
月
報
』
第
十
巻
第

一
号

・
昭
和
十
四
年

一
月
)

217

質

屋

調

(昭
和
十

四
年

四
月
)

(内
務
局

『調
査
月
報
』
第
十
巻
第
七
号

・
昭
和
十
四
年
七
月
)

237

朝

鮮

に
於

け

る
庶

民

金

融

の
現

状

(財
務
局
理
財
課

片
山

一
郎

『
調
査
月
報
』
第
七
巻
第
五
号

.
昭
和
十

一
年
五
月
)

241

354

 

第

20

巻

社
会
事
業
政
策

［防
貧
事
業
と
経
済
保
護
事
業
]
―
労
働
調
査
と
職
業
紹
介
1

会
社
及

工
場
に
於
け

る
労
働
者

の
調
査

附
録

・
鉱
業
労
働
者
の
調
査
、
労
働
者
総
数
表
、
農
業
労
働
者
収
支
状
況
表
、

同
盟
罷
業

一
覧
表

(朝
鮮
総
督
府
内
務
局
社
会
課
・
大
正
十
四
年
十
一
月
一
日
再
版
)

5

工
場
及
鉱
山
に
於
け

る
労
働
状
況
調
査

(朝
鮮
総
督
府
学
務
局
社
会
課
・
昭
和
八
年
三
月
三
十

一
日
)

105

第

21

巻

社
会
事
業
政
策

[防
貧
事
業
と
経
済
保
護
事
業
]
―
労
働
調
査
と
職
業
紹
介
2

労
働
者
斡
旋

ニ
関

ス
ル
綱

領

(社
団
法
人

京
城
土
木
建
築
業
協
会
・
昭
和
十
二
年
三
月

〔表
紙
]
)

5

少

年
職
業
指
導

に

つ
い
て

(京
城
府
立
藏
業
紹
介
所

『京
城
彙
報
』
第
百
二
十
六
号
附
録

・
昭
和
七
年
三
月
)

43

昭
和
十
五
年
一
月

朝
鮮
職
業
紹
介
令
実
施

に
就

て

(京
城
職
業
紹
介
所

・
昭
和
十
五
年
五
月
三
十

一
日
)

65



昭

和

二
年
中
職

業

紹
介

成

績

(内
務
局
社
会
課
職
業
輔
導
係

『朝
鮮
社
会
事
業
』
第
六
巻
第
九
号

・
昭
和
三
年
九
月
)
1

15

昭
和
三
年
職

業

紹
介

成

績

(内
務
局
社
会
課
職
業
輔
導
係

『朝
鮮
社
会
事
業
』
第
七
巻
第
六
号

・
昭
和
四
年
六
月
)
1

23

昭
和
六
年
中
職

業

紹
介

取

扱

状

況

(朝
鮮
総
督
府
学
務
局
社
会
課

『朝
鮮
社
会
事
業
』
第
十
巻
六
月
号

・
昭
和
七
年
六
月
)

133

昭
和
四
年
職

業

紹
介

成

績

(
『調
査
月
報
』
第

一
巻
第

一
号

・
昭
和
五
年
四
月
)
1

45

昭

和
五
年
中
職

業

紹
介

成

績

(
『調
査
月
報
』
第
二
巻
第
四
号

・
昭
和
六
年
四
月
)
1

59

昭

和
七
年
中
職

業
紹

介

取

扱

成
績

(
『調
査
月
報
』
第
四
巻
第
五
号

・
昭
和
八
年
五
月
)
1

73

昭

和
八
年
中
職
業

紹

介

取

扱

成
績

(
『調
査
月
報
』
第
五
巻
第
八
号

・
昭
和
九
年
八
月
)

183

昭

和
九
年
中
職

業
紹

介

取

扱

成
績

(
『調
査
月
報
』
第
六
巻
第
七
号

・
昭
和
十
年
七
月
)
1

97

職

業

紹

介

取
扱

成
績

(
昭
和
十

一
年
中
)

(内
務
局

『調
査
月
報
』
第
八
巻
第
九
号

・
昭
和
十
二
年
九
月
)
2

11

職

業

紹
介

事

業

成
績

(昭
和
十
二
年
中
)

(内
務
局

『調
査
月
報
』
第
十
巻
第

一
号

・
昭
和
十
四
年

一
月
)

227

職

業

紹
介

事

業

施

設

数

調

(昭
和
十
三
年
中
)

(内
務
局

『調
査
月
報
』
第
拾
壹
巻
第
二
号

・
昭
和
十
五
年
二
月
)
2

46

職

業

紹
介

所

業

績

表

(
昭
和
十

一
年
)

(咸
興
府
立
職
業
紹
介
所

『
同
胞
愛
』
第
十
五
巻
四
月
号

・
昭
和
十
二
年
四
月
)
2

53

最

近
に
於
け
る
郡
山
府
職
業
紹
介
所

の
成
績

及
所
感

(藤
田
文
市

『同
胞
愛
』
第
十
六
巻
十

一
月
号
・昭
和
十
三
年
十

一
月
)

257

戦

時

体
制

下

の
職

業
紹

介

(須
崎
照
雄

『朝
鮮
』
二
百
七
十
五
号

・
昭
和
十
三
年
四
月
)

263

朝

鮮

に
於

け

る
労

働
行

政

の
進

展

に
就

て

(石
原
義
治

『社
会
福
利
』
第
二
十
四
巻
第
九
号

・
昭
和
十
五
年
九
月
)
2

73

第

22

巻

社
会
事
業
政
策

[防
貧
事
業
と
経
済
保
護
事
業
]
―
移
住
と
施
設
1

大
正
十
三
年
八
月

露
国
避
難
民
救
護
誌

(朝
鮮
総
督
府
内
務
局
・大
正
十
三
年
十
月
二
十
二
日
)

5

人
口
問
題

ニ
関

ス
ル
方
策

ノ
参
考
案

(朝
鮮
総
督
府

・
昭
和
二
年
十
月

[表
紙
]
・
抜
粋
)

207

昭
和
二
年
十
月

満
洲
及
西
比
利
亜
地
方

に
於
け
る
朝
鮮
人
事
情

(
1
)

(朝
鮮
総
督
府
内
務
局
社
会
課
・
昭
和

二
年
十
一
月
三
十
日
)
2

43

355



第

23

巻

社
会
事
業
政
策

[防
貧
事
業
と
経
済
保
護
事
業
]
―
移
住
と
施
設
2

昭
和
二
年
十
月

満
洲
及
西
比
利

亜
地
方

に
於
け
る
朝
鮮

人
事
情

(
2
)

(朝
鮮
総
督
府
内
務
局
社
会
課
・
昭
和

二
年
十
一
月
三
十
日
)

5

秘

統
監
府
時
代
に
於
け
る
間
島
韓

民
保
護

に
関
す
る
施
設

(朝
鮮
総
督
官
房
文
書
課
・
昭
和
五
年
八
月
八
日
)

215

第

24

巻

社
会
事
業
政
策

[防
貧
事
業
と
経
済
保
護
事
業
]
―
移
住
と
施
設
3

在
満
朝
鮮
同
胞

に
対
す

る
本

府
施
設

の
概
要

(朝
鮮
総
督
府

・
昭
和
九
年
十
月

[表
紙
]
)

5

朝
鮮
農
民

の
満

洲
移
住
問
題

(東
洋
協
会
調
査
部

・
昭
和
十
一
年
六
月
三
十
日
)

45

極
秘

内
地
、
支
那
各
地
在
住
の
半
島
人
の
活
動
状
況
に
関
す
る
調
査

(朝
鮮
銀
行
京
城
総
裁
席
調
査
課

・
昭
和
十
七
年

八
月
三
日
)

91

満
洲
に
於
け

る
鮮
人
保
護
問
題

(牛
丸
潤
亮

『亜
細
亜
時
論
』
第
二
巻
第
四
号

・
大
正
七
年
四
月
)

217

間
島
に
於
け

る
鮮
農
救
済
に
対
す
る

一
考
察

(岡
崎

興

『朝
鮮
公
論
』
第
十
八
巻
第
七
号

・
昭
和
六
年
七
月
)

229

在
満
朝
鮮
人
保
護
施
設

(本
社
調
査
部

『朝
鮮
公
論
』
第
十
九
巻
第
十

一
号

・
昭
和
七
年
十

一
月
)

241

356

 

第

25

巻

社
会
事
業
政
策

[経
済
更
生
と
社
会
教
化
]
―
農
山
漁
村
振
興
運
動
と
農
村
社
会
事
業
1

朝
鮮
に
於
け
る
小
作
制
度

(朝
鮮
総
督
府
内
務
局
嘱
託

李

覚
鍾

・
大
正
十

一
年
九
月
)

5

朝
鮮
民
政
資
料

契

に
関
す

る
調
査

(朝
鮮
総
督
府
嘱
託

李

覚
鍾

・大
正
十
二
年
七
月
一
日
)

37

小
農

ニ
対

ス
ル
小
額
生
業
資
金
貸
付
説
明
書

(朝
鮮
総
督
府
内
務
局
社
会
課
・
昭
和
四
年
九
月

[例
言
]
)

57

伸
び

行
く
農

村

(忠
清
南
道
・
昭
和
八
年
五
月
五
日
)

159



第

26

巻

社
会
事
業
政
策

[経
済
更
生
と
社
会
教
化
]
―
農
山
漁
村
振
興
運
動
と
農
村
社
会
事
業
2

社
会
教
化
資
料
第
六
輯

農
村
は
輝
く

(朝
鮮
総
督
府
学
務
局
社
会
課
)

5

第

27

巻

社
会
事
業
政
策

［経
済
更
生
と
社
会
教
化
]
―
農
山
漁
村
振
興
運
動
と
農
村
社
会
事
業
3

朝

鮮

に
於

け

る
農

山

漁

村

振

興

運
動

(朝
鮮
総
督
府

・
昭
和
九
年

一
月

[表
紙
]
)

5

農

村

更

生

の
指

針

(朝
鮮
総
督
府

・
昭
和
九
年
七
月
八
日
)

121

第

28

巻

社
会
事
業
政
策

［経
済
更
生
と
社
会
教
化
]
―
農
山
漁
村
振
興
運
動
と
農
村
社
会
事
業
4

朝
鮮

に
於
け
る
農
村
社
会
事
業

の
考
察

(三
吉
岩
吉
・
昭
和
十
一
年
四
月
二
十
八
日
)

5

357

 

第

29

巻

社
会
事
業
政
策

[経
済
更
生
と
社
会
教
化
]
―
農
山
漁
村
振
興
運
動
と
農
村
社
会
事
業
5

昭
和
十
五
年

一
月

朝

鮮

に

於
け

る
農

村

振
興

運

動

の
実

施

概

況

と
其

の
実

績

(朝
鮮
総
督
府
農
林
局

・
昭
和
十
五
年

三
月
二
十
三
日
)

5

農

業

報

国

青
年

隊

記

(朝
鮮
総
督
府
農
林
局
農
政
課

・
昭
和
十
七
年
三
月
十
五
日
)

107

農

繁

期

託

児
所

開
設

の
手

引
―
附

農
繁
期
託
児
所
開
設
事
情

(朝
鮮
総
督
府
農
林
局
農
政
課

・
昭
和
十
七
年
七
月
五
日
)

213

朝

鮮

の
農

村

と
社

会

事

業

(朝
鮮
総
督
府
嘱
託

李

覚
鍾

・
『朝
鮮
社
会
事
業
』
第
五
巻
第
三
号

・
昭
和
二
年
三
月
)

318

農

村

社

会

事

業

に
就

て

(慶
尚
南
道
嘱
託

上
田
長
吉

・
『朝
鮮
社
会
事
業
』
第
十
二
巻
三
月
号

・
昭
和
九
年
三
月
)

322

農

繁

期

農

村

季

節

託

児
所

設

置
指

導

記

(咸
鏡
南
道
社
会
課
嘱
託

毛
利
李
順
・
『朝
鮮
社
会
事
業
』
第
二
十

一
巻
第
二
号

・

昭
和
十
八
年
二
月
)

328



第

30

巻

社
会
事
業
政
策

［経
済
更
生
と
社
会
教
化
]
―
児
童

・
青
少
年
保
護
と
社
会
教
育
1

黎

明

を
仰

く

も

の

(藤
井
忠
治
郎

・
昭
和
五
年
四
月

一
日
)

5

第
31

巻

社
会
事
業
政
策

[経
済
更
生
と
社
会
教
化
]
―
児
童

・
青
少
年
保
護
と
社
会
教
育
2

卒
業
生
指
導
勤
労
美
談

第
壹
輯

(京
畿
道

・
昭
和
五
年
十
二
月
二
十
五
日
)

5

第

32

巻

社
会
事
業
政
策

[経
済
更
生
と
社
会
教
化
]
―
児
童

・
青
少
年
保
護
と
社
会
教
育
3

家

な

き

天
使

(方

洙
源
著

・村
岡
花
子
編

・
昭
和
十
八
年
四
月
三
十
日
)

5

第

33

巻

社
会
事
業
政
策

[経
済
更
生
と
社
会
教
化
]
―
児
童

・
青
少
年
保
護
と
社
会
教
育
4

358

 

朝

鮮

総

督

府

永

興
学

校

一
覧

(朝
鮮
総
督
府
永
興
学
校

・
昭
和
五
年
四
月
二
+
四
日
)

5

昭
和
八
年
三
月

朝

鮮

総

督

府

永

興

学

校

一
覧

(朝
鮮
総
督
府
永
興
学
校

・
昭
和
八
年
四
月
二
十
八
日
)

81

昭
和
十

一
年
四
月

朝

鮮

総

督

府

永

興

学

校

一
覧

(朝
鮮
総
督
府
永
興
学
校

・
昭
和
十

一
年
七
月
三
十

一
日
)

145

棄

児

に
就

て

(藤
井
忠
治
郎

・

『朝
鮮
社
会
事
業
』
第
十

一
巻
十
二
月
号

・
昭
和
八
年
十
二
月
)

210

児
童

愛

護

座

談

会

(
『朝
鮮
社
会
事
業
』
第
十
九
巻
第
六
号
、
第
七
号
、
第
八
号
、
第
九
号

・
昭
和
十
六
年
六
月
、
七
月
、
八
月
、

九
月
)

21
7

仙
甘

学

園

の
建

設

に
就

て

(川
島
祐
三
九

・

『朝
鮮
社
会
事
業
』
第
二
十
巻
第
三
号

・
昭
和
十
七
年
三
月
)

247

全
州
少

年
保
育
園

の
経
営
状
況

(全
羅
北
道
社
会
事
業
協
会

・
『朝
鮮
社
会
事
業
』
第
二
十
巻
第
三
号

・昭
和
十
七
年
三
月
)

258

朝

鮮

総

督

府
感

化

院

の
現

況

(
『朝
鮮
社
会
事
業
』
第
二
十
巻
第
七
号

・
昭
和
十
七
年
七
月
)

265



社

会

事

業

団
体

の
収

容

児
童

を

対
象

に

平
壌

府

の
特
殊

事

業

(齋
藤
福
弥

・
『朝
鮮
社
会
事
業
』
第
二
十

一
巻
第
八
号

・

昭
和
十
八
年
八
月
)

２
79

朝

鮮

不

良
少

年

に
就

て

(相
愛
会

鄭

寅
曄

・
『社
会
福
利
』
第
十
七
巻
第
二
号

・
昭
和
八
年
二
月
)
2

83

感

化

院

を
訪

ね

て

(沖
中
守
夫

・
『朝
鮮
』
第
三
百
二
十
五
号

・
昭
和
十
七
年
六
月
)
2

91

第

34

巻

社
会
事
業
政
策

[経
済
更
生
と
社
会
教
化
]
―
皇
民
化
教
育
と
社
会
教
化
1

朝
鮮

の
開
発

と
精
神
的
教
化
の
必
要

(守
屋
栄
夫
・
朝
鮮
総
督
府

・
大
正
十
三
年
二
月
)

5

朝
鮮
同
胞

に
対
す
る

内
地
人
反
省
資
録

(朝
鮮
憲
兵
隊
司
令
部
・
昭
和
八
年
四
月
三
日

[は
し
が
き
]
)

49

朝
鮮
総
督
府
キ
ネ

マ

(朝
鮮
総
督
府
)

169

社
会
教
化
資
料
第
三
輯

自
力
更
生
を
目
指
し
て

(朝
鮮
総
督
府
学
務
局
社
会
課
)
2

15

社
会
教
化
資
料
第
四
輯

起

て
よ
民
衆

(朝
鮮
総
督
府
学
務
局
社
会
課
)

227

359

 

第

35

巻

社
会
事
業
政
策

[経
済
更
生
と
社
会
教
化
]
―
皇
民
化
教
育
と
社
会
教
化
2

朝
鮮
社
会
教

化
要
覧

(朝
鮮
総
督
府
学
務
局
社
会
教
育
課

・
昭
和
十
三
年
二
月
五
日
)

5

第

36
巻

社
会
事
業
政
策

[経
済
更
生
と
社
会
教
化
]
―
皇
民
化
教
育
と
社
会
教
化
3

起
ち
上
る
力

勤
労
報
国
運
動
概
況

(京
畿
道
社
会
課
・
昭
和
十
四
年
二
月
十
日
)

5

保
護
観
察
制
度

の
概
要

附

時
局
対
応
全
鮮
思
想
報
国
聯
盟
の
概
要
(京
城
保
護
観
察
所
・昭
和
十
四
年
二
月
二
十
五
日
)

97

秘

朝
鮮

に
氏
制
度
を
施
行
し
た

る
理
由

(朝
鮮
総
督
府
法
務
局
民
事
課
・
昭
和
十
五
年
二
月
二
十
九
日
)
1

93



京
城
に
於
け
る
釈
放
者
保
護
事
業

(財
団
法
人
京
城
救
護
会
常
務
理
事

中
橋
政
吉

・
『朝
鮮
社
会
事
業
』
第
十
二
巻
一
月
号

・

昭
和
九
年
一
月
)
2

33

朝
鮮
に
於
け
る
釈
放
者
保
護
事
業
の
起
源

(財
団
法
人
京
城
救
護
会
常
務
理
事

中
橋
政
吉

・
『朝
鮮
社
会
事
業
』
第
十
二
巻

四
月
号

・
昭
和
九
年
四
月
)

50

釈
放
者
保
護
団
体
に
対
す
る
府
、
邑
、
面

の
援
助

の
必
要
に
就

て

(財
団
法
人
京
城
救
護
会
常
務
理
事
中
橋
政
吉

・

『朝
鮮
社
会
事
業
』
第
十
二
巻
五
月
号
.
昭
和
九
年
五
月
)

25
6

朝
鮮

に
於
け

る
思
想
犯
保
護
観
察
制
度

の
実
施

(増
永
法
務
局
長
談

・
『朝
鮮
社
会
事
業
』
第
十
五
巻
二
月
号

・
昭
和

十
二
年
二
月
)
2

62

第

37

巻

社
会
事
業
政
策
―
軍
事
援
護
事
業
1

昭
和
十
四
年
三
月

軍
事
後
械
仮
聯
盟
事
業
要
覧

(朝
鮮
軍
事
後
援
聯
盟
・
昭
和
十
四
年
四
月
十
五
日
)

5

半
島

の
銃
後
陣

(朝
鮮
軍
事
後
援
聯
盟

・
昭
和
十
五
年
四
月
十
日
)

69

360

 

第

38
巻

社
会
事
業
政
策
―
軍
事
援
護
事
業
2

銃
後
を
守

る
時
局
座
談
会

(朝
鮮
総
督
府
警
務
局
保
安
課

・
昭
和
十
五
年
五
月
二
十
三
日
)

5

国
民
総
力
運
動
要
覧

(国
民
総
力
朝
鮮
聯
盟

・
昭
和
十
八
年
九
月
二
十
五
日
)

53

国
民
徴
用

の
解
説

質
問
に

こ
た

へ
て

一
問

一
答
式
に

附

国
民
徴
用
に
関
す
る
法
規

(国
民
総
力
朝
鮮
聯
盟

・

朝
鮮
総
督
府
鉱
工
局
労
務
課
監
修

・
昭
和
十
九
年
十
月

[序
]
)
2

15

朝
鮮
に
於
け
る
軍
事
援
護
事
業
の
概
況

(十
月
十
九
日
放
送
の
要
領
)

(内
務
局
長

大
竹
十
郎

・
『同
胞
愛
』
第
十
六
巻

十
一
月
号

・
昭
和
十
三
年
十

一
月
)

34
0

軍
人
援
護
強

化
に
関
す

る
座
談
会

(
『朝
鮮
社
会
事
業
』
第
二
十
一
巻
第
十
号

・
昭
和
十
八
年
十
月
)

350

我
が
道

の
勤

労
奉
仕

運
動

忠
清
南
道

・
忠
清
北
道

(
『朝
鮮
』
第
二
百
八
十
二
号

・
昭
和
十
三
年
十
一
月
)

379



厚

生

局

の
誕

生

に
際

し

て

(石
田
千
太
郎

・
『朝
鮮
』
第
三
百
二
十
号

・
昭
和
十
七
年

一
月
)

406

第

39

巻

朝
鮮
社
会
事
業
総
覧
―
社
会
事
業
要
覧
1

朝
鮮
社
会
事
業
要
覧

(朝
鮮
総
督
府
内
務
局
社
会
課
・
大
正
十
二
年
八
月
八
日
)

5

第

40
巻

朝
鮮
社
会
事
業
総
覧
―
社
会
事
業
要
覧
2

朝
鮮
社
会
事
業
要
覧

(朝
鮮
総
督
府
内
務
局
社
会
課

・
大
正
十
三
年
十
月
三
十
日
)

5

第

41
巻

朝
鮮
社
会
事
業
総
覧
―
社
会
事
業
要
覧
3

朝
鮮
社
会
事
業
要
覧

(朝
鮮
総
督
府
内
務
局
社
会
課

・
昭
和
二
年
八
月
一
日
)

5

361

 

第

42
巻

朝
鮮
社
会
事
業
総
覧
―
社
会
事
業
要
覧
4

朝
鮮
社
会
事
業
要
覧

昭
和
四
年
九
月

(朝
鮮
総
督
府
内
務
局
社
会
課
・
昭
和
四
年
十

一
月
二
十
四
日
)

５

第

43
巻

朝
鮮
社
会
事
業
総
覧
―
社
会
事
業
要
覧
5

朝
鮮
社
会
事
業
要
覧

昭
和
八
年
二
月

(朝
鮮
総
督
府
学
務
局
社
会
課
・
昭
和
八
年
三
月
十
三
日
)

5



第

44
巻

朝
鮮
社
会
事
業
総
覧
―
社
会
事
業
要
覧
6

朝
鮮

の
社
会

事
業

(朝
鮮
総
督
府
学
務
局
社
会
課
・
昭
和
八
年
九
月
二
十
日
)

5

第

45
巻

朝
鮮
社
会
事
業
総
覧
―
社
会
事
業
要
覧
7

朝
鮮
社
会
事
業
要
覧

昭
和
十
一
年
三
月

(朝
鮮
総
督
府
学
務
局
社
会
課

・
昭
和
十

一
年
三
月
三
十
日
)

5

第

46

巻

朝
鮮
社
会
事
業
総
覧
―
社
会
事
業
要
覧
8

朝
鮮

の
社
会
事
業

(朝
鮮
総
督
府
学
務
局
社
会
課
・
昭
和
十
一
年
三
月
三
十
日
)

5

362

 

第

47
巻

朝
鮮
社
会
事
業
総
覧
―
地
域
の
社
会
事
業
1

京
城
府
内
社
会
事
業
概
況

(京
城
府

・
大
正
十
二
年
八
月
二
十
五
日
)

5

京
城
社
会
事
業
便
覧

(京
城
府

・
昭
和
四
年
八
月
三
十
日
)

75

京
城
社
会
事
業
便
覧

(京
城
府

・
昭
和
七
年
八
月
十
八
日
)

17
1

第

48

巻

朝
鮮
社
会
事
業
総
覧
―
地
域
の
社
会
事
業
2

京
城
府
社
会
事

業
要
覧

(京
城
府
社
会
課

.
昭
和
九
年
三
月

[凡
例
]
)

5

京
城
府
社
会
事
業
要
覧

(京
城
府
社
会
課
.
昭
和
十
三
年
九
月

冖凡
例
]
)

16
3

昭
和
十
三
年

京
城

府
内
各
種
社
会
事
業
要
覧

(京
城
府
社
会
事
業
助
成
会

・
昭
和
十
三
年
一
月
十
日
)

19
7



第

49
巻

朝
鮮
社
会
事
業
総
覧
―
地
域
の
社
会
事
業
3

社

会

事

業

概

要

(慶
尚
北
道

・
大
正
十

一
年
三
月

[表
紙
]
)

5

社

会

事

業

概

要

(慶
尚
北
道
)

41

慶

尚

北
道

社

会

事
業

要
覧

(慶
尚
北
道

・
昭
和
五
年
三
月
二
十
日
)

63

第
50

巻

朝
鮮
社
会
事
業
総
覧
―
地
域
の
社
会
事
業
4

慶

尚

南
道

社

会

事
業

概
要

(慶
尚
南
道

・
昭
和
十
四
年

一
月
三
十

一
日
)

5

全

羅

南
道

の
社

会

事

業

(全
羅
南
道

・
昭
和
十
年
九
月

[は
し
が
き
]
)

125

社

会

事
業

施

設

概

要

(黄
海
道
内
務
部
社
会
課

・
昭
和
十
五
年

一
月
十
八
日
)

193

363

 

第

51
巻

朝
鮮
社
会
事
業
総
覧
―
地
域
の
社
会
事
業
5

昭
和
十
五
年
十
月

社

会

事

業

及

社
会

教

化

施

設

要
覧

(忠
清
北
道
社
会
課

・
昭
和
十
五
年
十
二
月
十
五
日
)

5

大

邱

府

社
会

事

業

要

覧

(大
邱
府

・
昭
和
十
二
年
三
月

[凡
例
]
)

109

木

浦

府

史

(木
浦
府
・
昭
和
五
年
十
二
月
三
十

一
日

・抜
粋
)

249

第

52

巻

朝
鮮
社
会
事
業
総
覧
―
地
域
の
社
会
事
業
6

昭
和
十

一
年

咸

鏡

北

道

勢

一
斑

(咸
鏡
北
道

・
昭
和
十
二
年
五
月
二
十
八
日

・
抜
粋
)

5

昭
和
十
二
年

咸

鏡

北

道

勢

一
斑

(咸
鏡
北
道

・
昭
和
十
三
年
六
月
五
日

・抜
粋
)

41

平

安

北

道

勢

一
斑

(平
安
北
道

・
昭
和
八
年
十

一
月
二
十
日

・抜
粋
)

99



昭
和
十

一
年

平

安

北

道

勢

一
斑

(平
安
北
道

・
昭
和
十

一
年
十

一
月
十
五
日

・抜
粋
)

117

昭
和
十

二
年
版

平

安

南

道

要

覧

(平
安
南
道

・
昭
和
十
二
年
九
月
三
十
日

・抜
粋
)

137

昭
和
十
四
年
版

平

安

南

道

要

覧

(平
安
南
道

・
昭
和
十
五
年
二
月
二
十
九
日

・抜
粋
)

191

昭
和
十
年

道

勢

一
班

(江
原
道

・
昭
和
十
年
十
月
十
日

・抜
粋
)

245

昭
和
十
三
年

江

原

道

々
勢

一
斑

(江
原
道

・
昭
和
十
三
年
十

一
月
二
十
二
日

・抜
粋
)

301

道

地

方

費

予

算

並

府

費

予
算

に

現

は

れ

た

る
社

会

事

業

費

(朝
鮮
総
督
府
学
務
局
社
会
課

・

『朝
鮮
社
会
事
業
』
第
十

巻
九
月
号

・
昭
和
七
年
九
月
)

33
8

全
鮮

各
道

社

会

事

業

担

任

者

事

務

打

合

会

議

の
状

況

報

告

(芳

弥
生

・

『朝
鮮
社
会
事
業
』
第
十

一
巻
五
月
号

・
昭

和
八
年
五
月
)
3

44

各
道
社
会
事
業
事
務
担
任
者
各
位
に
告
ぐ

(朝
鮮
総
督
府
学
務
局
長

渡
邊
豊
日
子
･
『朝
鮮
社
会
事
業
』
第
十
二
巻
八
月

号
・
昭
和
九
年
八
月
)

42
0

本
道

に
於
け

る
社
会
事
業
概
況

(朝
鮮
社
会
事
業
協
会

全
羅
北
道
支
部
長

高

元
勳

・
『朝
鮮
社
会
事
業
』
第
十
二
巻

十
月
号

・
昭
和
九
年
十
月
)

42
4

我
が
道
社
会
事
業
協
会

の
発
足
―
機
構
改
組
を
契
機
に
新
規
事
業
を
企
図

(忠
清
南
道
社
会
事
業
協
会

・
『朝
鮮
社
会
事
業
』

第
二
十
巻
第
四
号

・
昭
和
十
七
年
四
月
)

42
7

臨
時
恩
賜
金
事
業

の
概
要
(朝
鮮
総
督
府
事
務
官

渡
邊
豊
日
子
・
『朝
鮮
』
社
会
教
化
事
業
号
・七
十
七
号
・大
正
十
年
六
月
)

434

朝
鮮

に
於
け

る
社
会
事
業

の
新
施
設

「大
邱
と
平
壌

の
施
設
に
就

て
」

(岡
本
義

一
・
『朝
鮮
』
社
会
教
化
事

業
号
・
七
十
七
号
・
大
正
十
年
六
月
)

44
5

全
鮮
社
会
事
業
及
び
救
済
施

設

一
覧

(
『朝
鮮
』
社
会
教
化
事
業
号

・
七
十
七
号
・
大
正
十
年
六
月
)

461

463

第

53

巻

朝
鮮
社
会
事
業
総
覧
―
私
設
社
会
事
業
概
要
1

昭
和
二
年
一
月

忠

北
有

隣
会

の
過
去
十
有
五
年
間

(忠
北
有
隣
会

・
昭
和
二
年
三
月
二
十
五
日
)

5



昭
和
六
年
度

事

業

成

績

報

告

(財
団
法
人

釜
山
輔
成
会

.
昭
和
七
年
六
月
二
十
日
)

51

和

光
教

園

事

業

要
覧

(和
光
教
園
出
版
部

・
昭
和
二
年
四
月
二
十

一
日
)

95

和

光
教

園

事

業

要
覧

(荻
野
順
導

・
昭
和
十

一
年
十
月
十
日
)

225

第

54

巻

朝
鮮
社
会
事
業
総
覧
―
私
設
社
会
事
業
概
要
2

拾
週

年
記
念

財

団

法

人
朝

鮮

扶
植

農

園

(高
見
健

一
・
大
正
十
年
四
月
二
十
日
)

7

社

会

事

業

界

の
先
覚

を

語

る

(加
島
翁
古
稀
記
念
誌
)

(相
田
良
雄

・
昭
和
十
三
年
八
月
五
日

・
抜
粋
)

105

和

光
教

園

は

何

の
為

め
に

経
営

す

る

の
か
(荻
野
順
導
・
『朝
鮮
社
会
事
業
』
第
四
巻
第
九
号
・大
正
十
五
年
九
月
)

272

朝

鮮

に
於

け

る
宗

教

団

体

の
社

会

事

業

(編
輯
員

・
『朝
鮮
社
会
事
業
』
第
四
巻
第
十
号

・大
正
十
五
年
十
月
)

274

赤

十
字

社

朝

鮮

本
部

の
業

績

(
『朝
鮮
社
会
事
業
』
第
六
巻
第
九
号

・
昭
和
三
年
九
月
)

277

京

城
佛

教

慈

済
会

の
事

業

状

況

(主
事

梁
瀬
量
薫

・
『朝
鮮
社
会
事
業
』
第
七
巻
第

一
号

・
昭
和
四
年

一
月
)

288

朝

鮮
に
於
け
る
外
国
宣
教
師
最
初
の
博
愛
事
業

(山
縣
五
十
雄

・
『朝
鮮
社
会
事
業
』
第
七
巻
第

一
号

・昭
和
四
年

一
月
)

296

木

浦

共
生

園

の
業

態

(
『朝
鮮
社
会
事
業
』
第
七
巻
第

一
号

・
昭
和
四
年

一
月
)

298

愛

国
婦

人

会

朝
鮮

本

部

の
業

績

(
『朝
鮮
社
会
事
業
』
第
七
巻
第
二
号

・
昭
和
四
年
二
月
)

299

慈

善

救

護

所

に
就

て

(
『朝
鮮
社
会
事
業
』
第
七
巻
第
二
号

・
昭
和
四
年
二
月
)

301

社

会

浄

化

と

和

光
教

園

(和
光
同
人

・
『朝
鮮
社
会
事
業
』
第
七
巻
第
三
号

・
昭
和
四
年
三
月
)

303

財
団
法
人
京

城

救

護
会

の
近

況

(
『朝
鮮
社
会
事
業
』
第
七
巻
第
三
号

・
昭
和
四
年
三
月
)

308

京

城
社
会
事
業
懇
談
会

の
目
的

臻
倉
保
育
園
京
城
支
部

會
田
嘉
伊
智
・
『朝
鮮
社
会
事
業
』
第
十
巻
六
月
号
・
昭
和
七
年
六
旦

314

朝

鮮
盲

唖

協

会
総

会

概
況

(
『朝
鮮
社
会
事
業
』
第
十
巻
七
月
号

・
昭
和
七
年
七
月
)

315

私

設
社

会

事

業

団
体

に
対

す

る
昭

和

七
年

度

国
庫

補

助

調

(編
輯
局

・

『朝
鮮
社
会
事
業
』
第
十
巻
十
月
号

・
昭
和

七
年
十
月
)
3

19

365



朝
鮮
に
於
け

る
社
会
事
業
御
下
賜

金
拝
受
団
体

(朝
鮮
総
督
府
社
会
課

・
『朝
鮮
社
会
事
業
』
第
十

一
巻
三
月
号

・
昭
和

八
年
三
月
)
3

20

財
団
法
人
京
城
救
護
会

の
創
立
満

二
十
週
年
を
迎

へ
て

(財
団
法
人
京
城
救
護
会
長

水
野
重
功

・
『朝
鮮
社
会
事
業
』

第
十
二
巻
一
月
号

・
昭
和
九
年
一
月
)
3

24

旱
害
地
私

設
社
会
事
業

団
体

に
対
す

る
特
別
御
下
賜

金
に
就

て

(南
総
督
謹
話
・
『朝
鮮
社
会
事
業
』
第
十
八
巻

第
二
号

・
昭
和
十
五
年
二
月
)
3

29

愛
国
婦
人
会
朝
鮮
本
部
愛
国
寮
と
愛
国
母
子
寮
の
事
業

(
『朝
鮮
社
会
事
業
』
第
十
八
巻
第
六
号

・
昭
和
十
五
年
六
月
)
3

30

朝
鮮
私
設
社
会
事
業
聯
盟
主
催
社
会
事
業

座
談
会

の
概
要

(朝
鮮
私
設
社
会
事
業
聯
盟
幹
事
・
『朝
鮮
社
会
事
業
』

第
十
九
巻
第
四
号

・
昭
和
十
六
年
四
月
)
3

33

朝
鮮

に
於
け

る
外
国
宣
教
師

の
教
化
博
愛
事
業

(セ
ウ
ル
プ
レ
ス
社
長

山
縣
五
十
雄

・
『朝
鮮
』
社
会
教
化
事
業
号

・

七
十
七
号

・大
正
十
年
六
月
)
)

345

余
が
半
生

の
回
顧

(天
守
公
教
主
教

・
ミ
ユ
テ
ル

『朝
鮮
』
社
会
教
化
事
業
号

・
七
十
七
号

・
大
正
十
年
六
月
)

350

朝
鮮

に
於
け

る
基
督
教
青
年
会

に
就

い
て

(京
城
基
督
教
青
年
会
総
務

丹
羽
清
次
郎

・
『朝
鮮
』
社
会
教
化
事
業
号

・

七
十
七
号
・大
正
十
年
六
月
)

35
6

救

世
軍
育

児
ホ
ー

ム

(救
世
軍

石
島
亀
治
郎

・
『朝
鮮
』
社
会
教
化
事
業
号
・
七
十
七
号

・
大
正
十
年
六
月
)

359

泰

和
女

子
館

の
新
設

(
『朝
鮮
』
社
会
教
化
事
業
号

・
七
十
七
号

・
大
正
十
年
六
月
)

363

京
城
佛
教
慈
済
院

の
現
状
及
将
来

(京
城
佛
教
慈
済
会
専
務
理
事

渓
内
弐
惠

・
『朝
鮮
』
社
会
教
化
事
業
号

・
七
十
七
号
・

大
正
十
年
六
月
)

36
5

中
央

基
督
教

青
年
会

と
其

の
経
営
振
り

(
『朝
鮮
』
社
会
教
化
事
業
号

・
七
十
七
号

・
大
正
十
年
六
月
)

370

癩
病

院
を
訪

ふ

(G
・
Ｏ
・『朝
鮮
』
社
会
教
化
事
業
号
・
七
十
七
号
・
大
正
十
年
六
月
)

372

浄

土
宗
和
光
教
園

の
隣
保
事
業

(江
上
秀
静
・
『朝
鮮
』
社
会
教
化
事
業
号

・
七
十
七
号

・
大
正
十
年
六
月
)

374

大
谷
派
本

願
寺

の
向
上
会
館

(
『朝
鮮
』
社
会
教
化
事
業
号

・
七
十
七
号

・
大
正
十
年
六
月
)

380

366



和

光

教

園

の
視

察

(
『朝
鮮
』
社
会
教
化
事
業
号

・
七
十
七
号

・
大
正
十
年
六
月
)

383

朝

鮮

の
社

会

教

化

に
貢

献

せ

る
宣

教

師

団

の
事
業

(宗
教
課

吉
川

文
太
郎

・
『朝
鮮
』
社
会
教
化
事
業
号

・
七
十
七
号

・

大
正
十
年
六
月
)

38
5

朝

鮮
扶

植

農

園

(第
二
課

飛
鋪
秀

一
・

『朝
鮮
』
社
会
教
化
事
業
号

・
七
十
七
号

・
大
正
十
年
六
月
)

390

興

福
寺

学

術

講

習
会

(
『朝
鮮
』
社
会
教
化
事
業
号

・
七
十
七
号

・
大
正
十
年
六
月
)

397

鮮

南
鎮

海

佛

教

同
志

会

(
『朝
鮮
』
社
会
教
化
事
業
号

・
七
十
七
号

・
大
正
十
年
六
月
)

399

朝

鮮

社

会

事

業

研
究

会

(
『朝
鮮
』
社
会
教
化
事
業
号

・
七
十
七
号

・
大
正
十
年
六
月
)

400

朝

鮮

に
於

け

る
扶

植

農

園

の
現
況

(加
島
敏
郎

・
『慈
善
』
第
三
綟
第
四
号

・
明
治
四
十
五
年
四
月
)

403

第

55

巻

朝
鮮
社
会
事
業
総
覧
―
論
考
集

367

 

朝
鮮

の
社
会
事
業
を
振
興
せ
よ

(朝
鮮
社
会
事
業
研
究
会

早
田
伊
三

・

『朝
鮮
社
会
事
業
』
第
三
巻
九
号

・大
正
十
四
年
九
旦

11

救

護

法

の
施

行

に
就

て

(全
羅
南
道
庁

阿
部
洋
々

・
『朝
鮮
社
会
事
業
』
第
九
巻
二
月
号

・
昭
和
六
年
二
月
)

13

朝

鮮

に
於

け

る

乳
児

死

亡

率

に
対

す

る
疑

問

と

考
察

(生
江
孝
之

・
『朝
鮮
社
会
事
業
』
第
九
巻
四
月
号

・
昭
和
六
年

四
月
)

20

朝

鮮

に
於

け

る
社

会

事

業

の
理
論

的

並
実

際

的

清
算

(菊
池
北
深

・
『朝
鮮
社
会
事
業
』
第
九
巻
七
月
号
、

八
月
号

・

昭
和
六
年
七
月
、
八
月
)

35

朝

鮮
に
於
け
る
救
療
事
業

の
拡
張
、
充
実
を
望
む

(竹
内
清

一
・
『朝
鮮
社
会
事
業
』
第
十
巻
七
月
号

・昭
和
七
年
七
月
)

44

朝

鮮
の
社
会
事
業

(朝
鮮
総
督
府
社
会
課
長

兪

萬
兼

・
『朝
鮮
社
会
事
業
』
第
十
一巻
八
月
号

十
月
号

十

一
月
号

十
二
月
号
―
十

二
巻
四
月
号

五
月
号

六
月
号
・
昭
和
八
年
八
月
(
十
月
、
十
一
月
、
十
二
月
―
昭
和
九
年
四
月
、
五
月
、
六
月
)

(
〈二
〉
欠
)

48

朝

鮮
社
会
事
業
の
特
異
性

(朝
鮮
総
督
府
嘱
託

竹
内
清
一
・
『朝
鮮
社
会
事
業
』
第
十
一
巻
十
二
月
号

・昭
和
八
年
十
二
月
)

115

再

び

公
営

職

業

紹
介

所

の
効

益

を
説

く

(咸
興
府
立
職
業
紹
介
所

早
田
伊
三

・

『朝
鮮
社
会
事
業
』
第
十
二
巻

一
月
号

・

昭
和
九
年

一
月
)

11
8



朝

鮮

社

会

事

業

協
会

設

置

に
至

る
迄

の
経

緯
―
附

雑
誌
同
胞
愛
生
み
の
親
社
会
事
業
研
究
会

(早
田
伊
三

・

『同
胞
愛
』

第
十
六
巻
七
月
号

・
昭
和
十
三
年
七
月
)

12
0

本
道

に
於
け
る
経
営

の
実
際
に
基
き
朝
鮮
に
於
け

る
農
繁
期
託
児
所
経
営

に
対
す
る
私
見

(朴

撤

・

『同
胞
愛
』

第
十
七
巻

一
月
号

・
昭
和
十
四
年

一
月
)

12
3

土
幕

民

と

其

処

置

に

就

い

て

(長
郷
衛
二

・
『同
胞
愛
』
第
十
七
巻

一
月
号
、
二
月
号

・
昭
和
十
四
年

一
月
、
二
月
)

130

朝

鮮

社

会

事

業

と

そ

の
希

望

(横
山
惠
正

・
『同
胞
愛
』
第
十
七
巻
十

一
月
号

・
昭
和
十
四
年
十

一
月
)

153

浮

浪

者

救

護

に
就

て

の

一
考

察

(藤
井
忠
治
郎

・
『朝
鮮
社
会
事
業
』
第
十
九
巻
第

一
号

・
昭
和
十
六
年

一
月
)

156

朝
鮮

佛
教

の
覚

醒
と
社
会
事
業

(海
印
寺
住
持

李

晦
光
・
『朝
鮮
』
社
会
教
化
事
業
号
七
十
七
号

・
大
正
十
年
六
月
)

163

学
校

を
中
心
と
せ
る
社
会
教
化

(朝
鮮
総
督
府
事
務
官

松
村
松
盛

・
『朝
鮮
』
社
会
教
化
事
業
号
七
十
七
号

・大
正
十
年
六
月
)

169

宗
教

家

の
奮
起
す

べ
き
秋

(朝
鮮
総
督
府
事
務
官

半
井

清

・
『朝
鮮
』
社
会
教
化
事
業
号
七
十
七
号

・大
正
十
年
六
月
)

175

少

年

の
犯
罪
と
社
会
の
責
任

(中
央
基
督
教
青
年
会
総
務

申

興
雨
・
『朝
鮮
』
社
会
教
化
事
業
号
七
十
七
号
・大
正
十
年
六
月
)

183

朝
鮮

に
於

け

る
社

会

事

業

の
概

況

(朝
鮮
総
督
府
事
務
官

矢
嶋
杉
造

・
『朝
鮮
』
社
会
教
化
事
業
号
七
十
七
号

・
大
正
十
年

六
月
)

18
9

賑
恤
救
済
に
関
す
る
朝

鮮
の
旧
制
度

の
概
観

(渡
邊

彰

・

『朝
鮮
』
社
会
教
化
事
業
号
七
十
七
号

・
大
正
十
年
六
月
)

198

チ

ョ

ウ

セ

ン

・
サ

ラ

ム

と
社

会

事

業

(金

熙
明

・

『社
会
福
利
』
第
十
九
巻
第
七
号

・
昭
和
十
年
七
月
)

205

続

チ

ョ
ウ

セ

ン

・
サ

ラ

ム

と
社

会

事

業

(金

熙
明

・
『社
会
福
利
』
第
十
九
巻
第
八
号

・
昭
和
十
年
八
月
)

212

朝
鮮

の
生

活

と

文

化

に
就

て
―
朝
鮮
社
会
事
業

へ
の
課
題

(石
原
義
治

・
『
厚
生
事
業
』
第
二
十
六
巻
第

一
号

・
昭
和
十
七
年

一
月
)
2

1
9

朝

鮮

人

下

層

社

会

の
研

究

(朝
鮮
扶
植
農
園
主
事

藤
井
忠
治
郎

・

『社
会
事
業
』
第
六
巻
第
四
号
、
第
五
号
、
第

八
号

大
正
十

一
年
四
月
、
五
月
、
八
月
)

22

朝

鮮

の
ル
ム
ペ
ン
―
半
島
に
於
け
る
ル
ム
ペ
ン
生
活
の
特
相

(櫻
井
義
之
・
『社
会
政
策
時
報
』
百
五
十
九
号

・
昭
和
八
年
十
二
月
)
2
5
1

朝

鮮

労

働

政

策

の
課

題

(宮

孝

一
・

『朝
鮮
行
政
』
二
十
巻
六
号

・
昭
和
十
六
年
六
月
)

269

[附

]

重

要

法

令

集

・
総

目

次
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